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秦野田圃×里山

フィールドサポーターズ

は だ の た ん ぼ × さ と や ま

サポーターズは、白井寛人とともに、環境保全型農業と
持続可能な里山づくりに向き合う実践チームです。

私たちは、月に数回、田んぼや畑、森へと足を運び、土に触れ、草を刈り、植え、
収穫します。 それは、ただの労働ではなく、自然のリズムと向き合い
人と土地をつなぎ直す時間。 農業の未来は、誰かに任せるものではなく
ひとりひとりの手で耕していくものだと、私たちは信じています。 
このJournalが、その一端を伝えることができれば幸いです。
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⾃然農と⾥⼭保全の現場から
̶�⽥開き（くろつけ）から⽥植えまで�̶

 今年で４年⽬を迎えたファウナ

バランスの⽥んぼ。

�2025年の⽥んぼも、「⽥開き」か

ら始まりました。春、まだ冷たい

⾵の吹く中、⽔路を整え、⽔が⼊

るようになった⽥んぼに、今年も

また命が巡りはじめます。

１．耕うん

⽥んぼに⽣えた草をすき込み、微

⽣物の⼒で発酵・分解させていき

ます。⼟がゆっくりと⽬覚め、栄

養を蓄える準備です。

２．⿊付け

畦を整え、泥を塗り固め、⽥んぼ

の周囲に⼟の壁を作っていきま

す。⽔を溜め、管理するうえでと

ても⼤切な作業。サポーターズの

メンバーも回を重ねるごとに上達

し、美しい⿊が仕上がりました。

３．代掻き

⼗分に⽔を張った⽥んぼを、かき

混ぜて平らに均す作業です。⼟と

⽔をよくなじませることで、苗が

しっかりと根を張れる環境を整え

ます。⾒た⽬は地味ですが、⽥植

えの前に⽋かせない、⼤切な準備

です。
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⾃然農と⾥⼭保全の現場から
̶�⽥植え、そして除草�̶

４．⽥植え

代掻きを終えた⽥んぼは、⽔鏡の

ように静かで美しく、植えられる

のを待っているかのよう。そんな

⽥んぼに、サポーターズも⼀列に

なって、声をかけ合いながら苗を

⼿植えしていきました。

稲をまっすぐに植えることは、た

だ美しいからではなく、後の除草

作業をしやすくするためでもあり

ます。まっすぐ、等間隔に̶̶。

正確性を求められる作業を、皆で

夢中になって取り組みました。

５．除草

⽥植えの完了と同時に、すぐに始

まるのが除草作業。今年は例年以

上に暑さが厳しく、草の成⻑スピ

ードも早い！植え終えた⽥んぼか

ら順に草を取り除いていきます。

サポーターズも、週末ごとに⽥ん

ぼへ⾜を運び、暑さの中で作業に

取り組んでくれています。除草機

に加え⼿作業での草取りも並⾏。

稲がしっかり育つよう皆で⼒を合

わせて管理を続けています。

 ⾃然を相⼿にする農の営みは、

何年やっても⼿探りです。それで

も、こうしてまた⽥植えの季節を

迎えられたこと、そして仲間とと

もに⼿を動かせたことに、⼼から

感謝しています。
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■活動の進捗
田んぼ：約７反の田植えを終え、現在は除草作業を進めています。
また新たに、耕作放棄されていた田んぼ約１反を整備し、半分には稲、半分には大
豆を作付けしました。
畑：別の耕作放棄地を整備し、今年は主にじゃがいもを作付け収穫。少しずつです
が、使われていなかった土地が再生され、命を育む場へと変わってきています。

■サポーターズ費について
皆さまからお預かりした活動費により、今年は以下の農機具や資材を導入・整備する
ことができました。心より感謝申し上げます。

除草機：昨年は除草機の故障により、草の管理が大変困難でしたが、今年は新たな
除草機を導入。夏場の過酷な草取作業の負担が大幅に軽減される見込みです。

籾摺り機（サイズアップ）：これまで使っていた中古の小型機では処理能力が限界
に達していたため、ひと回り大きな機械を購入予定です。現在、全国的な米問題の
影響で製造が追いつかず、予約・製造待ちの状態ですが、収穫期の作業が格段に効
率化されることが期待されます。

(予定)農業用ドローン：昨年は甚大なスズメの害に悩まされました。今年はネット
設置だけでは防ぎきれない状況を踏まえ、スズメ対策として農業用ドローンの導入
を予定しています。

他、除草用器具や、籾摺り機用発電機、獣害対策柵類、スズメ除けネット等。これら
はすべて、自然農法による栽培を継続するうえで欠かせないものばかりです。皆様の
参加により、活動の質が確実に向上しています。本当にありがとうございます。
 

■今後の予定
除草作業（夏）

新しい除草機の導入により、草取りのスタートが早まりました。とはいえ、無農
薬ゆえに草は日々成長します。今後もこまめに除草し、稲の健やかな生長を見守
っていきます。

はざかけ竹の準備（竹林整備）
収穫後の稲を干すために必要な「はざかけ用の竹」を、竹林整備も兼ねて夏の間
に伐採します。竹林の中はひんやりとして気持ちよく、夏の作業にぴったり。日
程が合う方は、ぜひご参加ください。

■サポーターズメンバー
おかげさまで、現在年会員11名、スポット会員4名、計15名の方にご参加いただいております。少しずつでは
ありますが、「自然農と里山保全を未来へつなぐ活動」に共感してくださる仲間が増えつつあり、大変心強く
感じています。今後も仲間の輪が広がっていくことを願っております。

活動とサポーターズ費の活用について
（2025年6月末時点）
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サポーターズ代表紹介
白井寛人（しらいひろと）｜フレンチシェフ・持続可能な農の探究者
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【白井寛人】
1975年10月11日 横須賀生まれ、49歳。 レストランやケータリング事業を手掛け、
食材の本質 を求める中で農業の課題と向き合うようになる。自ら 耕作放棄地に立
ち、2022年、神奈川県秦野市へ移住。 農薬や肥料に頼らない自然農法を中心に、
里山保全や環境教育、体験型プログラムの企画運営を通して、農と食の循環モデル
を実践中。再生した農地に「森のレストラン」を開業予定。 

　農を通して自然と向き合い、「未来の里山、未来の暮ら
し」を考え、実践する場を作りたい―――そんな想いから
このサポーターズを立ち上げました。自然と人とがどう共
に生きていくかを考え、自分の手で未来を耕す。ここはそ
のための出発点です。

　今、この想いに共鳴し、共に動き始める人たちが集まり
はじめています。 

・農業に興味を持ち始めた、都心で働く人たち。
・美しい風景を未来に残したいと願う地元の人たち。
・里山保全を学びに来る大学生たち。
・食材の持続可能性に目を向け始めた、寿司職人を目指す
若者たち。
・そしてそれを応援する人たち——。
それぞれがここで夢を語り、動き出しています。

「里山を大切にする半農生活を選ぶ人が増えてほしい」「自
分が育てた米で、日本酒を仕込みたい。寿司を握ってふる
まいたい」そんな声が次々と生まれています。私自身も、
観光の人も地域の人も集え集え、土地の恵みを味わえるレ
ストランをこの地に——。今、実現に向けて、日々奮闘し
ています。

　サポーターズの活動は、単なる体験活動でも、農業の技
術だけを学ぶだけのものでもありません。自然と人間がど
う共に生きていくかを学び、実践し、未来へつなげていく
共創の現場。そして自分の手で、自分の夢を耕すことがで
きる場所でもあります。誰かの「思い」や「得意」が実を
結ぶような、そんな土壌をともに耕していきたい。私たち
はこの地を、「共創型プラットフォーム」として育てていこ
うとしています。

共に耕そう！未来の命が息づく、あたらしい風景を。
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専門学生サポーターズＲくん
「田植えはもちろんのこと、タープ張り一つ一つ学
ぶことが多くて、足を引っ張ってしまう場面もあり
ましたが…苗がしっかり成長できるように微力では
ありますが、頑張ります！」

サポーターズＹさん（秦野市出身）
「田んぼにだんだん畑に、秦野にこんなに美しいと
ころがあるなんて、秦野出身なのに知らなかった。
この里山を守っていきたい。」

サポーターズＳさん（東京都在住）
「ただ農作業をするだけじゃなく、自然や生きもの
のつながりを感じられるのが楽しい。子どもにもこ
ういう体験を伝えていきたいです。」

田植えイベントはサポーターズも参加で
率先してがんばりました！

スイカタイム！サポーターズメンバーがスイカを
差し入れてくれました。

2025.6月、秦野市長が私の圃場に視察に来てくださいまし
た。学校給食で地元産有機米を活用できないか模索されてい

るとのことでした。

次回はメンバー紹介も予定しています。お楽しみに！
「秦野田圃×里山フィールドサポーターズ」

活動報告Instagram


